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〔論 文〕 
中国における卸売業の展開可能性 
― 総合商社の取り組みから ― 
 
 
矢 作 敏 行 
 
1 . はじめに 
日本の流通は卸売業の存在により特徴づけられ
ている｡ 歴史的に古いルーツをもつ卸売業は長い
間, 地盤沈下が懸念されてきた｡ 事実, 今世紀に
はいり, 卸売業界はさらなる業績低迷に直面し, 














その中国の卸売業は第 2 次世界大戦後,  2 度に
わたり劇的な体制変更を経験した｡ まず, 1950年
代社会主義経済体制の確立に伴い,  1 級卸 (中央
の部局・専業公司),  2 級卸 (省レベルの専業公司),  












の主要都市には加工食品, 菓子, 酒類, 日用品雑
貨のブランド品の代理店事業を営む国有, 民営卸



































2 . 参入概況 
総合商社の中国における卸売事業展開は1990年






(略称, BIC) を発足させた｡ 




03年 5 月, 天津市で中外合弁方式により津菱物流






01年 8 月, 丸紅は上海の有力国有企業, 上海一百
集団有限公司との間で, 上海百紅商業有限公司を
設立し, 一百集団の卸売事業を一部継承する形で
創業した｡ これは99年 6 月の卸売市場の条件付き
開放後, 中央政府が正式認可した初めての中外合
弁事業である｡ 2007年 3 月には住友商事が広州地








3 . 伊藤忠商事の戦略 
3.1.  ｢中国最強商社｣ を目指す 
伊藤忠商事は当初から中国市場重視の姿勢を明
確にしており, ｢中国最強商社｣ (社内資料) を目
指している｡ 1972年 3 月, 日中国交正常化を受け
て, 日本の商社として初めて日中貿易再開の批准
を取得し, 同年 9 月には北京駐在員事務所を開設
した｡ その後, 80年代半ばまでに上海, 広州, 大
連, 天津, 南京, 深圳と主要都市に駐在員事務所
ネットワークをいち早く張り巡らした｡ 07年現在, 





問屋, 西野商事と資本・業務提携し, 07年 4 月に





売事業の 2 本柱である｡ また, 小売事業部門では






いる｡ 最初の動きは, 1992年 7 月中国政府が 5 つ







全国展開可能なチェーンストアとして97年 9 月, 
華糖ヨーカ堂 (出資比率は中国糖業酒類集団公司
51％, イトーヨーカ堂36.75％, 伊藤忠商事・伊藤
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注：① CCH (チャイナ CVS ホールディング) は FMCH (ファミリーマート・(チャイナ・ホールディングス) 49.5％, 頂新グループの
頂全 (開曼島) 控股有限公司50.5％の資本構成,  
  ② FMCH はファミリーマート38％, 台湾ファミリーマート37％, 伊藤忠商事25％の資本構成,  
  ③ 中国イエローハットホールディングスはイエローハット, 伊藤忠商事の折半出資会社｡ 
 





類集団公司10.0％, 略称 BIC) を設立した｡ 華糖




であり, 他方, 伊藤忠商事にしても, 成長の見込
める中国市場で物流・卸売業を展開する手掛かり
をえられる利点があった｡ 










BIC の経営は苦しい状態に追い込まれた｡  3 号店
の豊台北路店が開業したのは2003年12月のことで
あり,  1 号店の十里堡店が開店した98年 4 月から 5 
年以上を経過していた｡ 05年 9 月時点では, さら
に 2 店舗の新規出店が加わり, イトーヨーカ堂の







～70％見当 (物量ベース) にとどまっていた｡ 





















2004年 3 月 株式50％を






2004年 5 月設立 


















有限公司 (略称, BⅠC) 
 
1997年 7 月設立 





















1997年 9 月設立 
イトーヨーカ堂 51.00％
中国糖酒集団  36.75％ 






中国糖酒集団   40％ 









(2007年 3 月, 北京伊藤忠華糖綜合加工有限公
司・亀岡正彦総経理への聞き取り調査) 
再訪した2007年, 業績は好転していた｡ 同年度
の売上高 (取扱高) は食品, 住居用品, 繊維製品
の内販部門のみで6.5億元 ( 1 元＝約15円換算, 
約97億円) まで拡大していた｡ 一般の卸売業務が
伸び, ヨーカ堂への取引依存度は大幅に下落して









経営立て直しの要点を補足しておこう｡ 第 1 に, 
資生堂, 花王, ニベア等日系日用品雑貨メーカー
中心に販売代理店権を取得し, 商取引を拡大した
こと, 第 2 に, 北京のほか, 天津, 上海, 青島, 
広州等 6 支店体制を確立し, 営業活動を広域化し







変化した｡ 1998年 2 月, 伊藤忠商事はセブン‐イ
レブン・ジャパンの競争相手, ファミリーマート



















弁事業を発足させた｡ さらに, 同年 5 月には日本
のファミリーマート, 台湾ファミリーマート, 頂
新グループの 3 社との間で, 上海地域でコンビニ
エンスストアを展開するため, 上海福満家便利有







用プレミックス類 (調整粉) 分野で, また同年敷





上海ファミリーマートは2008年 6 月末現在, 130
店舗を出店し, オフィス街に立地する店舗を中心
におでん, 肉マン, 弁当, パン等の中食商品が伸




























































伊藤忠商事 頂新国際集団 [事業分野] 
●外食 
頂創 (開曼島) 控股有限公司 
2004年 1 月設立, 大中華地域 (中国, 台湾, 香港) における外食 FC 経営｡ 
  頂巧 (開曼島) 控股有限公司 65％ 
  伊藤忠商事 35％ 
●物流 
頂通 (開曼島) 控股有限公司 
2004年 3 月合意, 上海, 北京, 広州, 沈陽, 重慶の現地法人 5 社で川中, 川下物流業｡ 
  康師傅控股有限公司 50％ 
  伊藤忠商事 50％ 
●コンビニ 
上海福満家便利有限公司 
2004年 5 月設立, コンビニエンス・ストア事業｡ 
  CCH 100％ 
 
広州市福満家便利店有限公司 
2006年 9 月設立, 同上 
  頂全 (開曼島) 控股有限公司 50.5％ 
  FMCH 49.5％ 
蘇州福満家便利店有限公司 
2007年 7 月設立, 同上｡ 





  康師傅控股有限公司 50％ 
  アサヒビール・伊藤忠商事 50％ 
●野菜飲料 
可果美杭州食品有限公司 
2005年 7 月合意, 野菜飲料の開発・生産・販売｡ 
  康師傅飲品控股有限公司 29％ 
  カゴメ 69％ 
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小さな店舗で商品を短サイクルで回すコンビニ
エンスストア事業では, 後方で小売業務を支援す






陽), 華北 (同：北京), 華東 (同：上海), 西部 


























































もう 1 つの戦略的な布石が新たに打たれた｡ 





ているほか, 米, 小麦粉, 缶詰, 調味料等の製
造・販売に従事している｡ 
伊藤忠商事の中国流通事業は戦略性に富み, 卸
売・物流業を 1 つの軸にしながら, それを超える
大きな広がりをもって展開されている｡ 



























スペースを含めると, 全体で約 4 万平方メートル
の床面積を有しており, 配送車両は70台以上を所
有している｡ 市内にある本部配送センターは床面
積 2 万平方メートルの常温管理温度帯, 同380平
方メートルのチルド管理温度帯, 同100平方メー
トルの冷凍管理温度帯の 3 センターで構成されて
いる (上海良菱ホームページ; www.liangling.com. 
cn, 2008年 9 月現在)｡ 
事業は大きく 3 つの柱で構成されている｡  1 つ
は, 営業から代金回収, 納品まで含めた総合卸売
業務である｡ 2008年現在, キリンビール, カゴメ, 
キューピー, 大正製薬, 日清食品等の日系メーカ
ー中心に90社以上, 約1,500品目の市販商品を扱
い, 地元の聯華超市などスーパーマーケット 9 社
1,620店舗, 可的や好徳などコンビニエンススト
ア 8 社4,136店舗, カウルフール, ロータスなど
ハイパーマーケット15社131店舗, 百盛など百貨
店 8 社12店舗, その他飲食店など, 合計6,000店
舗以上に販売し, 営業, 代金回収, 納品等の卸売
業務を遂行している｡ 
 


































1997年 4 月設立 
三菱商事    41％ 
菱食      10％ 




2003年 5 月設立 
三菱商事    60％ 




1996年 3 月設立 
三菱商事   90.91％ 
大連双興   5.68％ 




2004年 8 月設立 

















1996年 2 月設立 
ローソン   49.0％ 
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 3 つには, 日系のローソンと国営商業企業の良
友金伴という有力コンビニエンスストア 2 社の一
括配送センターの運営受託である｡ ローソンは上
海の大手国営商業集団, 華聯 (集団) 有限公司と
日中合弁会社の上海華聯羅森有限公司 (出資比率
は当初ローソン70％, 華聯30％, 2008年現在ロー
ソン49％, 華聯51％, 以下上海ローソン) を設立
し, 96年 7 月 1 号店を開店したのを皮切りに, 08




三菱商事は2001年 2 月, ローソンの筆頭株主 















事50％, 菱食15％, 大連宝佳商業連鎖25％, 商菱

















やや遅れて2003年 5 月, 天津市商務委員会傘下
の国有商業集団, 天津二商集団有限公司との合弁









一部行っている (津菱のホームページ; www. 












る上海物資集団の 3 社大同団結し, 中国最大級の
国有商業集団, 百聯集団を誕生させた｡ また, 聯







る｡ 大連佳菱, 上海良菱の両社に出資し, 両社の
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菱食は1979年 8 月, 三菱商事系卸 4 社が合併す
るかたちで誕生した｡ 大手食品卸はメーカーから
販売代理店権を取得し, 取扱商品を直接, 小売業











1990年 8 月, 台湾でセブン‐イレブンを展開す
る台湾最大の食品メーカー, 統一企業股份有限公
司から物流業務の委託要請を受けて, 統一企業グ
ループ, 三菱商事, 菱食の 3 社は合弁方式 (出資
比率は各々65％, 25％, 10％) で捷盟行銷股份有







納品業務を行っている (菱食, 1999)｡ 
1995年11月にはジャスコのタイ出店拡大に伴い, 
菱食49％, 三菱商事20％, ジャスコ31％の出資比
率で, バンコクにリテイル･サポート･タイ (Retail 















調査の過程で, 上海, 大連, 天津の各合弁事業
の正確な経営数値は入手できなかった｡ 上海良菱
は2004年前後から期間営業損益で利益を計上して













化している｡ また, 流通業界再編の流れに乗り, ダ
イエー, マルエツ, 東武ストアといった有力小売企
業をグループ関連会社として囲い込み, 末端流通に






委員会傘下の中国有数の国有企業で, 03年 5 月には
上海市商業委員会が管理する上海友誼集団, 華聯集






することを模索していた｡ 両社は97年 5 月, 物流
業務改善を含む包括的な協力関係を構築するため
Hosei University Repository
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協定書を締結し, 丸紅はそれを受けて, 卸売業分
野の外資参入規制の緩和をにらみながら, 事業化
調査を進めた｡ 既述したように, 99年 6 月公布さ
れた ｢外商投資商業試点弁法｣ により外資参入が
正式に認められ, 百紅商業貿易有限公司 (出資比






















超市のほか, パークソン (百盛), 太平洋百貨店, 















ている｣ (2005年 8 月の聞き取り調査)｡ 
 







































2001年 8 月設立 
上海百聯投資管理 30％ 
百聯集団     21％ 




第一百貨商店, 華聯超市,  
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5.2. 営業の強化 






いる｡ 05年の見学時, 庫内は 4 つのエリアから成
り立っていた｡ 自社在庫を常温で管理, 保管する
第一エリアは高層ラック (棚) 方式で, 約4,000






















6 . 住友商事の戦略 
6.1. 広州華新と合弁事業 
住友商事は2007年 7 月, 日本の大手食品卸売業
者の加藤産業とともに, 広東省広州市の食品卸売
業, 広州華新 (集団) 貿易有限公司の株式10％を
取得した｡ 両社の合意事項によると, 09年 9 月ま
でに日本側出資比率を40％まで引き上げることを
目標にしている｡ 広州華新の07年度売上高は21
億元 ( 1 元＝約15円換算, 約315億円) と推定さ 










ノウハウを移転し,  4 年以内にそれを30億元にま
で拡大する提案を行った｡ なお, 日本側の出資





















関連の 2 次卸や電子部品の販売代理店を始め, 94
年 8 月には広州華新を設立した｡ 広州地区の大手
ビール・飲料メーカーの 1 次販売代理店として経
営基盤を固め, その後栄養ドリンクや菓子等に取
扱商品を拡大し, 広州のほか, 東莞, 佛山, 深圳
など華南主要都市23ヵ所に営業・物流拠点を広げ










 住商オットー 等 
広州華新 (集団) 貿易有限公司 
 
2007年 3 月出資 
住友商事    4.0％ 
中国住商    2.0％ 
加藤産業    4.0％ 
●卸売業 
Hosei University Repository
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をもった食品卸会社に成長していく｣ (2007年 3 
月 8 日付けニュースリリース) と期待している｡ 
2008年 3 月までに中国側から数回にわたり10人単




き 2 週間程度指導している｡ 
広州市中心街にある華新本社から車で30分足ら
ずの距離にある配送センターを訪問した｡ センタ





















































7 . まとめ 
(1)  物流から商流へ ― 中国卸売事業モデルの
構築 


































モデルを構築できるのか｡  4 社の事例は 2 通りの





















えて, 台湾, 中国のメーカー, 卸の経営資源をも








紅両社の内販事業は年間 8 ～15億元 ( 1 元＝約15
円換算, 120～225億元) の規模である｡ それに対
















































ば, 卸は成長できる｣ (広州華新の王萌総経辧, 














伊藤忠商事系：2005年 9 月, 2007年 3 月, 北京伊藤
忠華糖綜合加工有限公司総経理・亀岡正彦; 2007月11
月, 上海福満家便利有限公司董事長室経理・倉掛直｡ 
三菱商事系：2005年 8 月, 上海良菱配銷有限公司董
事総経理・木村武志, 総経理助理荒井正名; 同年同月, 
上海華聯羅森有限公司董事副総経理・山岸洋一｡ 
丸紅系：2005年 8 月, 上海百紅商業貿易有限公司董
事副総経理・板谷近男; 2007年11月, 同董事副総経理
松園大｡ 
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